
こどもセンター夏まつりでの一
コマ。今年は天気に恵まれ屋外
での開催となり、園児たちは、
陽の光をいっぱい浴びながら夏
まつりを楽しみました。

広

報
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井
川
町
消
防
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会

～
操
法
技
術
の
向
上
を
図
り
地
域
を
守
る
～

７
月
３
日
、
井
川
町
消
防
団
に
よ

る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
浜
井
川

地
区
運
動
広
場
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
競
技
大
会
は
、
地
域
の
消

防
活
動
に
従
事
す
る
消
防
団
員
が
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
表
し
、
消

防
操
法
技
術
の
向
上
と
士
気
高
揚
を

図
り
、
地
域
防
災
体
制
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

訓
練
の
成
果
を
競
い
合
う

前
日
の
荒
れ
た
天
気
で
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
や
大
会
当
日

の
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当

日
は
、
前
日
の
天
候
が
嘘
の
よ
う
に

青
空
が
広
が
る
良
い
天
気
と
な
り
、

各
分
団
の
代
表
選
手
ら
は
、
手
際
良

く
日
頃
積
み
重
ね
た
練
習
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
、
互
い
の
消
防
技
術

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

な
お
、
町
の
大
会
結
果
は
、
次
の

と
お
り
で
す

７
月
３
日
（
日
）
／
浜
井
川
地
区
運
動
広
場

地
域
の
防
災
と
安
全
安
心
を
守
る
消
防
団

競
技
の
結
果

◆
小
型
ポ
ン
プ
操
法

第
１
位　

第
２
分
団
／
64
・
５
得
点

指
揮
者　

松
田 　

総

１
番
員　

遠
間 　

功

２
番
員　

柴
田 

総
士

３
番
員　

藤
田 

将
五

第
２
位　

第
３
分
団
／
46
・
０
得
点

指
揮
者　

戸
塚　

 

徹

１
番
員　

湊 

供
日
児

２
番
員　

湊　

 

康
喜

３
番
員　

佐
藤 

祥
文

第
３
位　

第
１
分
団
／
46
・
０
得
点

指
揮
者　

遠
藤 

真
毅

１
番
員　

浅
野 

金
浩

２
番
員　

中
山 

嘉
信

３
番
員　

中
道 

航
太

◆
個
人
賞

指
揮
者　

松
田 　

総（
第
２
分
団
）

一
番
員　

遠
間 　

功（
第
２
分
団
）

二
番
員　

柴
田 

総
士（
第
２
分
団
）

三
番
員　

鷲
谷 　

保（
第
４
分
団
）

『優　勝』　第 2 分団選手一同個人賞受賞者（左から指揮者、1･2･3 番員の順）
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子
育
て
交
流
館
（
仮
称
）

施
設
運
営
協
議
会
を
開
催

こ
の
協
議
会
は
、「
子
育
て
か
ら

始
め
る
井
川
の
未
来
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
示
さ
れ
た
、「
子
育

て
交
流
館
」
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本

的
機
能
の
具
体
的
な
内
容
を
定
め
る

基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

町
民
の
方
や
有
識
者
の
ご
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
１
回
目
の
会

合
が
、
７
月
６
日
（
水
）、
役
場
会

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
初
め
に
、
子
育
て
に
関
係

す
る
方
で
構
成
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ

ん
に
、
町
長
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
た
後
、
町
長
が
「
県
と
共
同
で
進

め
て
い
る
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
中
学
校
向
か
い
の
旧
幼
稚
園

地
内
に
子
育
て
交
流
館
の
建
設
が
決

ま
り
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
施
設
の

運
用
を
行
っ
て
い
く
か
、
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
さ
れ
て
い
る
今
、
そ
う
い
っ
た

声
を
拾
い
上
げ
、
短
い
期
間
で
あ
る

が
、
委
員
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
な

が
ら
、
よ
り
良
い
施
設
を
作
っ
て
行

き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

委
員
長
に
齋
藤
正
仁
氏
が
選
任
さ

れ
、
事
務
局
が
今
に
至
っ
た
経
緯
を

説
明
し
ま
し
た
。

■
構
成
メ
ン
バ
ー

【
委
員
】

委
員
長　

齋
藤
正
仁

委　

員　

小
林
聡
子
、
半
田
佑
美

　
　
　
　
　

三
浦
邦
江
、
伊
藤 

一
真

【
行
政
】

町
長
、
副
町
長
、
町
民
課
長
、
産

業
課
長
、教
育
委
員
会
事
務
局
長
、

総
務
課
担
当
職
員

＝
当
局
よ
り
示
さ
れ
た
内
容
＝

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

②
協
議
会
規
定
に
つ
い
て

③
公
益
財
団
法
人
鹿
角
市
子
ど
も
未

来
事
業
団
か
ら
の
助
言
内
容

④
施
設
運
営
基
本
計
画
（
素
案
）

委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
基
本
計

画
の
素
案
に
つ
い
て
、「
飲
食
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
、
ホ
ー
ル
と

厨
房
を
隣
り
合
わ
せ
に
で
き
な
い

か
。
利
用
時
間
に
つ
い
て
は
？
」
な

ど
忌
憚
の
な
い
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ご
意
見
を
今
後
、
検
討
し

８
月
に
第
２
回
目
の
協
議
会
を
開
催

す
る
こ
と
で
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
秋
田
県
消
防
協
会
男
鹿
潟
上

南
秋
支
部
消
防
操
法
大
会
が
、
ホ
テ
ル
サ
ン

ル
―
ラ
ル
大
潟
の
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
各

市
町
村
代
表
の
消
防
団
が
消
防
技
能
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
当
町
か
ら
は
、
町
小
型
ポ
ン

プ
操
法
大
会
で
優
勝
し
た
第
２
分
団
が
出

場
。
当
日
は
、
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る

中
行
わ
れ
、
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
第
２
分
団

員
や
応
援
に
駆
け
つ
け
た
関
係
者
の
方
々
が

気
持
ち
を
一
つ
に
し
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
も
競
技
に
集
中
し
臨
み
、
結
果
は
第
３
位

と
な
り
ま
し
た
。
第
２
分
団
の
皆
さ
ん
、
こ

の
１
个
月
間
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

◇
出
場
選
手

指
揮
者　

松
田　
　

総
（
班　

長
）

一
番
員　

遠
間　
　

功
（
団　

員
）

二
番
員　

柴
田　

総
士
（
団　

員
）

三
番
員　

藤
田　

将
五
（
団　

員
）　

補
助
員　

半
田　

宏
伸
（
団　

員
）

平
成
28
年
度 

秋
田
県
消
防
協
会

男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
消
防
操
法
大
会

な
お
、
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
一
位　

潟
上
市
消
防
団

飯
田
川
支
団
第
２
分
団

第
二
位　

大
潟
村
消
防
団
第
２
分
団

第
三
位　

井
川
町
消
防
団
第
２
分
団

□
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

第
一
位　

大
潟
村
消
防
団
第
３
分
団

７
月
31
日
（
日
）
／
大
潟
村

井川町消防団
支部操法3位入賞
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花籠道場 ( 井川中学校、屋外相撲場 )

解体奉告祭を行いました

平成 30 年度小中一

貫校開設に向け、中学

校 校 舎 の 増 改 築 工 事

が、生徒の夏休み期間

に入った７月中旬より

始まりました。その増

築工事に伴う法面が、

屋外相撲場（花籠道場）

にも及ぶことになり、

擁壁構造も考えました

が、高さが２メートルにもなり危険であることや道場

の老朽化も著しく、解体せざるを得ない状況となって

しまい、解体することを決断。歴史ある花籠道場を解

体するため、「花籠道場解体奉告祭」が、先代花籠親

方の甥にあたる工藤久兵衛 氏（大麦）をはじめ、藤田

議会議長や中学校・工事関係者がご参列のもと、7 月

15 日に執り行われました。

花籠道場は、昭和 41 年に大麦町内出身の日本相撲

協会、花籠久光（中島久光）氏から寄贈され、当時の

井川村相撲協会会員の方々が中心となりこれを整備。

現在に至るまで、半世紀もの長きに渡り、井川中の生

徒を見守ってきました。なお、銘板は、解体した後も

中学校内に展示し、長く顕彰してまいります。

花籠道場の思い出

澤石 健さん：井内出身、現在 北海道在住）
（元大相撲力士　四股名：花乃湖関）

私がこの土俵で練習をさせていただいたのは 43 年
前にもなります。今、改めて振り返ると、私は当時、
身体が人一倍大きく、先生に勧められ相撲部に入部し
たのですが、最初は「裸で回しだけ」の格好がとても
恥ずかしく、それに比べ他の部活のユニフォームはカ
ッコ良く見えたのを思い出します。そんな中、ある大
会で好成績を残すことができ、皆さんから「相撲部す
ごいね。」と言われ、その時はとても嬉しかったですね。

当時の相撲部は部員も少なく練習相手も限られてお
り、週に何回か金足農業高校の相撲部へ連れて行って
もらい、稽古をつけてもらう訳ですが、高校生はやは
り強くいつも投げられてばかり。苦い思い出ですね。

中学時代の３年間、花籠道場での稽古は、私の相撲
人生を大きく決めてくれた土俵です。その土俵が解体

されるとお聞きした
時、少し寂しい気持ち
になりましたが、今日
に至るまで管理してく
ださった関係者の皆様
には、とても感謝して
おります。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
結
果

７
月
10
日
に
行
わ
れ
た
、

開
票
結
果
で
す
。

◆
投
票
者
の
内
訳

有
権
者
数 

４
、４
３
５
人

投
票
者
数 

２
、８
８
７
人

投
票
率     

６
５
・１
０
％

※
当
町
に
お
け
る
18
歳
～
19
歳
の
投
票
率

は
、
92
名
中
42
名
（
45
・
７
％
）
の
方

が
投
票
し
、
全
国
平
均
並
み
で
し
た
。

◆
秋
田
県
選
出
議
員
の
得
票
数

石
井
浩
郎 

１
、６
９
４
票

松
浦
大
悟 

１
、０
８
９
票

西
野　

   

晃 

５
６
票

無

効

票  

４
８
票

◆
比
例
代
表
選
出
選
挙
の
得
票
数

社
会
民
主
党 

１
０
０
票

国
民
怒
り
の
声 

８
票

お
お
さ
か
維
新
の
会　

 

１
１
４
・３
３
２
票

公

明

党 

４
７
４
票

日
本
共
産
党 

１
７
５
・３
３
３
票

幸
福
実
現
党 

１
４
票

自
由
民
主
党 

１
、１
８
６
票

新

党

改

革 

１
２
・３
３
３
票

日
本
の
こ
こ
ろ
を
大
切
に
す
る
党

 

１
９
票

生
活
の
党
と
山
本
太
郎
と
な
か
ま
た
ち

 

２
２
票

民

進

党 

５
３
６
票

支
持
政
党
な
し 

３
０
票

何
れ
の
政
党
等
・
名
簿
登
載
者
に

も
属
さ
な
い
票 

１
票

無

効

票 

１
９
５
票
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第 25 回老人クラブ
グラウンドゴルフ大会

７
月
５
日
（
火
）、
日
本
国
花
苑

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
、

「
第
25
回
井
川
町
老
人
ク
ラ
ブ 

グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、
梅
雨
晴

れ
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

ら
１
１
２
名
が
参
加
。
全
16
ホ
ー
ル

を
数
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
プ

レ
ー
し
、「
お
や
～
な
し
て
、
あ
っ

ち
ゃ
い
っ
た
。」「
や
～
み
じ
け
」
な

ど
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
大
会
を
大
い

に
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

プ
レ
ー
終
了
後
、
会
場
を
定
住
促

進
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
秋
田
県
ス

ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
の
森
内
氏
を

講
師
に
招
き
、「
円

え
ん
じ
ゅ
く
じ
ゅ
く

熟
塾
」
を
開
催
。

参
加
者
は
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

や
簡
単
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な

ど
、
気
軽
に
取
り
組
め
る
体
操
を
実

《
大
会
結
果
》

【
団
体
の
部
】

優　

勝　

小
今
戸
老
人
ク
ラ
ブ

第
２
位　

今
戸
老
人
ク
ラ
ブ

第
３
位　

街
道
老
人
ク
ラ
ブ

【
個
人
の
部
／
男
性
】

優　

勝　

遠
藤
文
太
郎（
小
今
戸
）

第
２
位　

髙
橋　

又
男（
泉　

岳
）

第
３
位　

伊
藤　

幸
雄（
街　

道
）

【
個
人
の
部
／
女
性
】

優　

勝　

伊
藤
美
紀
子（
今　

戸
）

第
２
位　

鈴
木　

鮎
子（
小
今
戸
）

第
３
位　

渡
辺　

京
子（
街　

道
）

※
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

男子個人の部優勝
遠藤 文太郎さん

（小今戸） 

女子個人の部優勝
伊藤 美紀子さん

（今　戸） 『優　勝』　小今戸老人クラブ

践
し
、講
習
会
終
了
後
に
は
、体
が
楽

に
な
っ
た
と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

「円熟塾」で軽体操に
取り組んでいる様子。

７
月
21
日
（
木
）、
第
52
回
井
川

町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

２
５
９
名
の
会
員
が
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
ま
し
た
。

第
一
部
の
式
典
で
は
、
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
ク
ラ

ブ
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
５
名
に
功

労
者
表
彰
状
が
、
単
位
ク
ラ
ブ
活
動

に
お
い
て
会
員
の
指
導
な
ど
に
あ
た

ら
れ
た
３
名
に
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ

贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
浦
城

の
歴
史
を
伝
え
る
会
理
事
長
の
北
嶋

雄
一
氏
に
よ
る
記
念
講
演
「
湖
東
の

戦
国
時
代
（
演
題
）」
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
午
後
か
ら
の
第
三
部
は
、
恒

例
と
な
る
芸
能
発
表
会
。
会
員
に
よ

る
、
自
慢
の
歌
や
踊
り
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
満
員
の
観
客
席
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
功
労
者
表
彰
】

齋
藤　

祐
子
さ
ん
（
赤　

沢
ク
）

伊
藤　

友
子
さ
ん
（
八
大
保
ク
）

渡
部　
　

聡
さ
ん
（
泉　

岳
ク
）

鎌
田
ミ
ツ
ヱ
さ
ん
（
今　

戸
ク
）

鷲
谷　

靖
男
さ
ん
（
海
老
沢
ク
）

【
感 

謝 

状
】

井
濃
内
ア
サ
さ
ん
（
井　

内
ク
）

武
塙　

正
子
さ
ん
（
井　

内
ク
）

齋
藤
ヤ
ヱ
子
さ
ん
（
赤　

沢
ク
）

第 52 回老人クラブ大会
メインテーマ

「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」
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確認じゃ！２つの給付金

【問い合わせ】
役場町民課健康福祉班
電話874-4417　有線4437

臨時福祉給付金臨時福祉給付金 障害、遺族年金受給者向け給付金
所得の少ない方への影響を緩和します。 賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少ない年

金受給者の方を支援します。

制度趣旨
臨時福祉給付金は、平成 26 年 4 月の消費税率引

上げによる影響を緩和するため、所得の少ない方に
対して、制度的な対応を行うまでの間の、暫定的・
臨時的な措置として実施するものです。

制度趣旨
「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩
恵が及びにくい所得の少ない年金受給者の方への支
援として実施するものです。

支給対象者

▽平成28年度分の住民税が課税されていない
方が対象です。

※ただし、課税されている方に扶養されている（住民税
においてどなたかの扶養になっている）、生活保護受給者
である場合は対象外。

支給対象者

下記２つの要件を共に満たす方が対象です。

▽平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者である方
※平成28年度分の住民税が課税されていない方です。

ただし、課税されている方に扶養されている方等は
除きます。

▽ 平成28年5月分の障害基礎年金、遺族基礎年
金等を受給されている方

※高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付
金）を受給された方は対象外となります。

▷１人につき　３,０００円
（支給は１回です）

支　給　額

▷１人につき　３０,０００円
（支給は１回です）

支　給　額

給 付 金 の 支 給 に つ い て は、 ９ 月 以 降 と な り ま す。 該 当 に な
る と 思 わ れ る 方 に、 町 か ら 申 請 書 類 な ど を 送 付 す る 予 定 で す。

※未申請の場合、給付の対象となりませんのでご注意ください。

申 請 方 法

齋

　　藤

　　多

　　聞

井
川
町
消
防
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大

会
を
制
し
た
の
は
、
今
年
も
第
２
分

団
。
町
の
代
表
と
し
て
臨
ん
だ
男
鹿
潟

上
南
秋
支
部
消
防
操
法
大
会
の
結
果
は

堂
々
の
３
位
入
賞
と
な
っ
た
。
支
部
大

会
は
、
非
常
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、
ど
こ

が
勝
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
内
容
で
、

実
際
に
入
賞
し
た
消
防
団
の
順
位
は
、

非
常
に
僅
差
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

３
年
連
続
の
入
賞
と
な
っ
た
が
、
今
年

こ
そ
優
勝
し
、
悲
願
の
全
県
大
会
出
場

へ
と
強
い
意
気
込
み
を
持
っ
て
訓
練
に

取
り
組
ま
れ
て
い
た
だ
け
に
、
勝
ち
た

か
っ
た
、
勝
た
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
な

と
い
う
気
持
ち
が
正
直
な
と
こ
ろ
。
出

場
し
た
選
手
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
応

援
に
駆
け
つ
け
た
分
団
員
の
思
い
も
同

じ
で
あ
ろ
う
。

テ
ン
ト
の
外
へ
出
る
と
汗
が
噴
き
出

す
高
気
温
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
照
り
返
し

が
厳
し
い
中
で
の
競
技
は
、
相
当
体
力
を

消
耗
し
た
だ
ろ
う
し
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練

も
含
め
て
、
真
っ
赤
に
日
焼
け
し
た
顔
を

み
る
と
、
市
町
村
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
充

実
し
た
表
情
を
し
て
お
り
、
参
加
さ
れ
て

い
る
消
防
団
に
対
す
る
敬
意
の
念
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

我
々
の
地
域
は
災
害
が
少
な
い
地
域

と
は
い
え
、
近
年
発
生
し
て
い
る
大
災

害
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
を
み
る
と
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
複
雑
で
多
様
な
災
害
が

起
こ
り
得
る
こ
と
を
想
定
し
、
日
頃
か

ら
防
災
意
識
を
各
々
が
高
く
持
ち
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
緊
急
時
に
消

防
団
が
果
た
す
役
割
は
益
々
重
要
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。
毎

年
の
競
技
大
会
は
、
ポ
ン
プ
操
法
に
特

化
し
て
い
る
が
、
消
防
団
員
の
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
、
技
術
の
向
上

と
士
気
高
揚
を
掲
げ
、
地
域
の
防
災
体

制
を
強
化
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
意
味
で
は
、
年
々
大
会
の
レ

ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
は
喜
ぶ
べ

き
も
の
だ
。
大
会
終
了
後
、
出
場
選
手

を
労
っ
た
と
こ
ろ
、
我
々
の
活
動
や
こ

の
大
会
も
何
か
あ
っ
た
時
に
動
け
る
よ

う
に
す
る
た
め
で
、
町
の
大
会
レ
ベ
ル

が
も
っ
と
上
が
れ
ば
良
い
し
、
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
よ
う
な
消
防
団
に
地
域
の

安
全
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
心
強
さ

を
覚
え
る
と
と
も
に
、
改
め
て
日
頃
の

活
動
に
対
す
る
敬
意
と
感
謝
を
表
し
、

こ
の
稿
を
締
め
た
い
。
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教室・講座 開　催　日 会　場

和太鼓サークル 27 日（土）17：00 ～ 井川町公民館

８月の公民館活動

・　伝　言　板　・
～みんなと楽しく活動してみませんか～

桑名旗争奪全町野球大会
□日　時　8 月 14 日　午前 8 時から

□会　場　町民球場・井川中学校グラウンド

□内　容　 町内会対抗。1 試合 5 回もしくは 1 時

間を超えない試合時間とします。

□その他　 ８月 4 日（木）に組合わせ抽選会を行

います。なお、棄権チームがあった場合、

時間を繰り上げて試合を行います。

井川町成人式
久しぶりに会う同級生たちのちょっと大人っぽく

なった姿にドキドキ・・・。やっぱり、ふるさとの
仲間っていいよね。
□日　時　８月１５日（月）午前１０時

□会　場　井川町公民館

□対　象　平成８年 4 月 2 日～平成９年 4 月 1 日生

□内　容　式典、記念講演、記念撮影ほか

全町盆踊り大会・子ども夏まつり
みんなで踊って楽しもう。お楽しみ抽選会もあるよ！
□日　時　8 月 17 日（水）

　参加受付時間　午後 7 時～ 7 時 30 分

□会　場　日本国花苑（雨天時：町民体育館）

□表彰等　盆踊り大会は「子どもの部」と「一般の

部」で様々な賞を用意しています。

※抽選によりたくさんの賞品があります。みなさん、
誘い合って多数参加してください。

※郷土の踊りを子どもたちに伝えるためにも、子ど
もからお年寄りの方まで、みんなで踊りの輪をつ
くりましょう。

　　　
～こばやし きお 氏～

「写仏の会展」
 （その７）

展示期間　７月２3 日（土）～８月 22 日（月）
展示場所　町農村環境改善センター１F

町民ギャラリー

『移動公民館』参加者募集！
～真田家ゆかりの妙慶寺と赤田の大仏めぐり～

　現在、ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」の放送で脚光
を浴びている亀田藩の城下町だった由利本荘市岩城
亀田。主人公・真田信繁（幸村）の五女「お田の方」
が嫁いだ地であり、お田の方が建立したと伝えられ
ている妙慶寺には、持参した甲冑（秋田県指定有形
文化財）など遺品が多数収められている宝物殿があ
ります。この機会に、是非ご覧ください。
□日 時　９月 14 日（水）

午前９時：井川町公民館出発
午後４時 15 分：井川町公民館到着予定

□集合場所　町農村環境改善センター
□内容　妙慶寺、亀田城佐藤八十八美術館（観光）・

天鷺村（昼食・観光）・赤田の大仏（観光）
□参加費　3,500 円／ 1 人（入場料・保険・ガイド料等）
□募集人数　20 人※定員になり次第締め切ります。
□申込み　８月５日（金）～８月３１日（水）

【問い合わせ】井川町教育委員会　生涯学習班　
電話０１８－８７４－４４２２／有線４４４３

夏休みを前に井川小 6 年生が、校舎で防災宿泊訓練を
行ったときの様子。停電した状況において、夕食は非常
食。寝床も段ボールを囲ってと、災害時の疑似体験をし
ました。

TEL（874）4422　有線4443

生涯学習
だより井川町教育委員会

生涯学習班

のいい顔 み～つけた！街
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7/22
町の文化財に触れる研修会を実施
～町指定の有形文化財について～

　井川町文化財保護協会の主催により、町の文
化財に関する研修会を町農村環境改善センター
にて行いました。
　研修会には、文化財保護協会会員をはじめ、
町文化財に興味のある一般町民の方も参加。町
が指定している 51 箇所の有形文化財（板碑：
31、古文書：9、遺跡出土品その他：11）に
ついて詳しく説明を受け、町の歴史・文化にふ
れておりました。

7/22
循環器健診の結果説明会を開催

～個別に結果を説明しました～
6 月に実施された町循環器健診の結果説明

会を 7 月 22 日から 24 日の日程で、全町民
の方を対象に 4 会場に分け行われました。こ
の日行われた井内地区の説明会では、筑波大
学の山岸先生が、結果票の見方を説明し、そ
の後、個人ごとに個別指導を実施。3 日にわ
たり行われた説明会には、264 名の方が参加
され、各々、健康状態を確認しておりました。

7/1
「社会を明るくする運動」を実施

～井川さくら駅で街灯宣伝～
運動初日の７月１日、通勤通学者等が行き交

う、井川さくら駅で街頭宣伝が行われました。
犯罪や非行のない安全で安心な地域社会の実現
は、多くの国民の願いです。犯罪や非行を未然
に防ぎ、また、あやまちから更生しようとする
人を支える「地域のチカラ」が存分に発揮され
るよう、地域のみなさんのご理解とご協力をお
願いします。

7/22
小・中学生に図書カードを贈呈
～読書を楽しんでと願いを込め～

町では、昨年に引き続き、夏休み期間中「読
書を楽しんでほしい！」という思いのもと、図
書カードを小中学生の児童・生徒らに贈呈しま
した。

読書をすることにより、今まで知らなかった
色々なことを知るチャンスです。あなたの心を
震わせてくれる本が見つかりますように。
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７
／
16
～
18

平
成
28
年
度

秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

︻
卓　

球
／
女
子
︼

▽
個
人
戦 

第
３
位　

中
山 
七
葉

（
東
北
大
会
出
場
）

︻
相　

撲
︼

▽
個
人
戦
３
年
の
部　

第
５
位　

 

石
井　

 

優

（
東
北
大
会
出
場
）

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

７
／
９

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
58
回
秋
田
県
中
央
地
区
大
会

【
由
利
本
荘
文
化
交
流
館
】

中
学
校
／
小
編
成
の
部　

金　

賞　

井
川
中
学
校

7/23
元気なかけ声で「ワッショイ！」

～こどもセンター夏まつり～
こどもセンターではこの日、夏まつりが行わ

れ、かわいらしい浴衣や甚平を身にまとった園
児たちが集まりました。

大きな掛け声とともにお神輿を担いで屋外広
場を周回したり、音に合わせリズム良く踊った
りと、汗をいっぱい流しながら、夏の風物詩「夏
まつり」を大いに楽しみました。

◎町公共施設等、お盆期間中の業務日程
施 設 名 12 日

( 金 )
13 日
( 土 )

14 日
( 日 )

15 日
( 月 )

16 日
( 火 )

役 場 〇 定休 定休 〇 〇
診 療 所 〇 定休 定休 × ×

定住促進センター ○ × 〇 定休 ○

国花苑施設 ○ △ △ △ ○
ゆうゆう 〇 × 〇 〇 ○

※〇：通常どおり　△：午後５時までとなります。
　×：休み

◎家庭ごみ収集は通常どおり行います。

秋
田
県
民
会
館
に
て
秋
田
県
大
会
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日
／
７
月
31
日
（
日
）

午
前
10
時
40
分
よ
り

演
奏
開
始
予
定

町営住宅入居者募集
町では、羽立第２団地 110

号（平成２年建設）の入居者を

募集します。申込受付期間は 8

月 8 日 ( 月 ) ～８月 22 日 ( 月 )

までです。

詳しくは産業課建設班ま

でお問い合わせください。

【問い合わせ】役場産業課建設班

　電話874-4420/有線4464

結果報告のため、ご来庁くださいました。
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８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
『
現
況
届
』
提
出
月
で
す

児
童
扶
養
手
当
も
し
く
は
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
８

月
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
に
は
、
町
よ
り
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
お
忘
れ
な
く
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
手
当
支
給
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
８
月
４
日
（
木
）
ま
で
に
役
場

町
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
等
の
提
出
に
つ
い
て
は
次
の
日
程

で
受
付
し
ま
す
。

□
受
付
日
時

　
　
　
　

８
月
５
日
（
金
） 

９
時
～
16
時

　
　
　
　

 

〃  

９
日
（
火
） 

９
時
～
16
時

　
　
　
　

 

〃  

10
日
（
水
） 

９
時
～
19
時

□
会
場　

役
場
２
階 

小
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話
８
７
４
―
４
４
１
７
／
有
線
４
４
３
２

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
お
い
て
は
、
住
宅

の
崩
壊
に
よ
る
被
害
が
大
き
く
報
道
さ
れ
、

特
に
旧
耐
震
基
準
（
昭
和
56
年
以
前
）
に
よ

る
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
が
急
務
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
震
時
の
安
全
確
保
に
は
、
現
在
お
住
ま

い
の
住
宅
の
耐
震
性
能
を
知
る
こ
と
が
第
一

歩
で
す
。
ご
自
宅
の
耐
震
診
断
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
県
建
設
部
建
築
住
宅
課

電
話
０
１
８
―
８
６
０
―
２
５
６
５

地
震
に
対
す
る
住
宅
の
備
え
は

十
分
で
す
か
？
ま
ず
は
耐
震
診
断
を
！

平
成
28
年
度
後
期
（
平
成
28
年
10
月
１
日

～
平
成
29
年
３
月
31
日
）
の
科
目
等
履
修
生

（
受
講
科
目
の
単
位
取
得
可
能
）
及
び
聴
講

生
（
授
業
の
聴
講
は
可
能
。
但
し
単
位
取
得

は
不
可
）
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
期
間　

８
月
19
日(

金
）
ま
で

□
費
用

①
入
学
検
定
料　
　
　

９
，
８
０
０
円

②
入

学

料　
　

２
８
，
２
０
０
円

③
１
単
位
当
た
り
授
業
料　

・
科
目
等
履
修
生　

１
４
，
８
０
０
円

・
聴

講

生　
　

７
，
４
０
０
円

※
以
前
に
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生
で

あ
っ
た
方
は
、
①
と
②
が
免
除
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

電
話
０
１
８
―
８
７
２
―
１
５
０
０

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

電
話
０
１
８
４
―
２
７
―
２
０
０
０

秋
田
県
立
大
学　

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
を
募
集
中

『バラ剪定講習会』開催

□日 時　８月６日（土）
10：00 ～ 11：30

□会 場　日本国花苑バラ園
※申込み不要、当日現地集合

【問い合わせ】
役場産業課  電話874-4418
定住促進センター 電話 874-2503

□
試
験
区
分　

大
学
卒
一
般
行
政

□
採
用
予
定
人
員　

１
名

□
受
験
資
格

▽
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▽
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
大
学
卒（
短
期
大
学
除
く
。）又
は
、

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
方

□
試
験
の
方
法
（
第
１
次
試
験
）

教
養
試
験
／
５
枝
択
一
式
40
題 

２
時
間

□
受
付
期
間

９
月
16
日
（
金
）
～
10
月
７
日
（
金
）

□
試
験
日

第
１
次
試
験　

10
月
23
日
（
日
）

□
試
験
会
場　

秋
田
市
文
化
会
館
５
Ｆ

※
受
験
資
格
の
欠
格
事
項
、
申
込
用
紙
の
請

求
・
申
込
手
続
き
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
総
務
課

電
話
０
１
８
―
８
８
８
―
０
２
２
０

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

総　　　務　　　課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町　　　民　　　課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産　　　業　　　課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
kouminkan@town.ikawa.akita.jp 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。

８月

く

情
らし

報
の
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の８月

井
川
町
職
員
︵
大
学
卒
︶
採
用
試
験
の
ご
案
内

①
一
般
行
政
職
／
大
学
卒 ︵
採
用
予
定
人
員 

若
干
名
︶

□
受
験
資
格

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。
平
成
７
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
大
学
卒
ま
た
は

平
成
29
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
。

②
保
健
師
／
大
学
卒
︵
採
用
予
定
人
員 
１
名
︶

□
受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方
も
し
く
は

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
を
取
得

見
込
み
の
方
。
た
だ
し
、
資
格
取
得
を
見
込

ん
で
受
験
し
た
方
が
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
に
資
格
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
採

用
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

︻
共
通
事
項
（
①
及
び
②
）︼

□
受
付
期
間

８
月
３
日
（
水
）
～
８
月
24
日
（
水
）

※
申
込
み
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
24
日
（
水
）
ま
で

に
届
い
た
も
の
に
限
り
受
付
し
、
普
通
郵

便
で
の
事
故
対
応
は
不
可

□
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課 

職
員
採
用

担
当
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請

求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採

用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
す
る

ほ
か
、
希
望
さ
れ
る
受
験
区
分
（
一
般

行
政
職
も
し
く

は
保
健
師
の
ど

ち
ら
か
）
及
び

宛
先
を
明
記
し

１
４
０
円
切
手

を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
（
Ａ
４
）

を
必
ず
同
封
し

て
、簡
易
書
留
等
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
手
続
き

申
込
書
及
び
自
己
紹
介
書
に
所
要
事
項

を
全
部
記
入
し
、
申
込
書
の
受
験
票
部
分

に
は
最
近
撮
影
し
た
上
半
身
・
脱
帽
・
正

面
向
き
の
写
真
を
貼
付
の
う
え
役
場
総
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
こ
の
ほ
か
に
、
宛
先
を

明
記
し
82
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
定
型
）も
同
封
し「
職
員
採
用
試
験
申
込
」

と
封
筒
表
面
に
朱
書
き
し
て
簡
易
書
留
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

□
試
験
日

１
次
試
験　

９
月
18
日
（
日
）

２
次
試
験
等　

１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

※
本
採
用
試
験
の
１
次
試
験
は
、
秋
田
県
市

町
村
等
職
員
採
用
統
一
試
験
と
し
て
秋
田

県
町
村
会
に
委
託
し
実
施
し
ま
す
。

□
試
験
会
場

　

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
１
／
有
線 

４
５
７
７

□
試
験
区
分
／
職
種　

高
校
卒
、
消
防
職
員

□
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

□
受
験
資
格

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

□
試
験
の
方
法
（
第
１
次
試
験
）

高
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験

□
受
付
期
間

８
月
３
日
（
水
）
～
８
月
24
日
（
水
）

□
試
験
日

第
１
次
試
験　

９
月
18
日
（
日
）

□
試
験
会
場　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学（
秋
田
市
）

□
申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
湖
東
地
区
消
防
本
部
総
務
課

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す

る
場
合
は
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
／
消
防
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
第
１
次
試
験
は
秋
田
県
市
町
村
等
職
員
採

用
統
一
試
験
と
し
て
秋
田
県
町
村
会
に
委

託
し
て
実
施
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受

験
案
内
も
し
く
は
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
湖
東
地
区
消
防
本
部
総
務
課

電
話 

８
７
４

－

２
４
２
０
／
有
線 

４
４
２
４

　１日（月）　　
～１０日（水）　夏の交通安全運動　　　　

　２日（火）　井川町戦没者追悼式
 （農村環境改善センター）

１４日（日）　桑名旗争奪全町野球大会
　　　　 （町民球場・井川中学校グラウンド）

１５日（月）　井川町成人式
 （町農村環境改善センター）

１７日（水）　全町盆踊り大会・子ども夏まつり   
 （日本国花苑）

２６日（金）　農業委員会総会   　（役場会議室）

９月
　３日（土）　井川中学校文化祭 （井川中学校）

　７日（水）　井川町敬老式 （町民体育館）
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加
齢
と
と
も
に
現
れ
や
す
い
、
口
腔
機
能

や
記
憶
力
の
低
下
、
閉
じ
こ
も
り
な
ど
。
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
要
介
護
状
態
を
招
き

や
す
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
た

め
、
み
ん
な
と
交
流
し
あ
い
、
介
護
予
防
に

つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
し
や
す
い
地
元
の
公
民
館
等
に
集

い
、﹃
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
学
習
会
﹄
を

９
月
は
次
の
町
内
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

９
月
２
日
（
金
）

街
道
分
館

９
月
９
日
（
金
）

新
屋
敷
分
館

９
月
13
日
（
火
）

小
今
戸
分
館

９
月
16
日
（
金
）

今
戸
分
館

９
月
20
日
（
火
）

新
間
分
館

９
月
23
日
（
金
）

小
泉
分
館

９
月
27
日
（
火
）

宇
治
木
分
館

９
月
30
日
（
金
）

保
野
子
分
館

□
時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

□
対
象
者　

65
歳
以
上
の
方

□
内　

容　
軽
運
動
、
口
腔
ケ
ア
、
脳
ト
レ
等

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
８
９
３

－

５
２
３
０
／
有
線
４
３
５
９

介
護
予
防
事
業
に
お
け
る

『
介
護
予
防
出
前
講
座
』
の
開
催

軽
い
運
動
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

体
力
作
り
は
、
筋
力
が
ア
ッ
プ
し
転
倒
予
防

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。申
込
み
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
日
時　

８
月
５
日
、
19
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
ま
で

□
場
所　

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

□
対
象　
65
歳
以
上
の
方

□
内
容　

軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

※
参
加
の
際
、
ズ
ッ
ク
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル

　

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
８
９
３

－

５
２
３
０
／
有
線
４
３
５
９

﹁
は
つ
ら
つ
軽
運
動
教
室
﹂
の
開
催

﹁
ゆ
う
ゆ
う
倶
楽
部
﹂
の
開
催

介
護
予
防
の
た
め
に
も
、
体
を
動
か
し
た

り
、
笑
い
合
っ
た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
申
込
み
は
不
要
で
、
ど
な
た

で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

□
日
時　

８
月
18
日
（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
頃

□
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

□
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
軽
運
動
、
納
涼
祭

（
カ
ラ
オ
ケ
等
）

□
対
象
者　

65
歳
以
上
の
方

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話 

８
７
４

－

２
６
１
１
／
有
線 

４
４
５
１

可燃ごみに混入していた金属類
焼却灰から取り出した鉄板など

不燃・粗大ごみに混入
していた不適物

ラジエーター、外壁材、石
こうボード、バッテリー、
消火器、発煙筒など

【
問
い
合
わ
せ
】

八
郎
湖
周
辺

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

担
当　

吉
田
・
進
藤

電
話
０
１
８
５
︲
２
２
︲
７
２
１
１

【
分
別
の
徹
底
を
！
】

▽
可
燃
ご
み
の
中
に
金
属
類

が
混
入
し
た
た
め
、
焼
却

炉
の
機
械
が
故
障
し
て
い

ま
す
。
絶
対
に
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▽
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
の

中
に
不
適
物
が
混
入
し
て

い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
処
理
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
販
売
店
や
取
扱

店
に
引
き
取
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ

や
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
使
い

切
っ
て
か
ら
穴
を
あ
け
て

﹁
不
燃
ご
み
﹂
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
農
薬
や
毒
劇
物
な
ど
は
絶
対

に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
ご
み
の
減
量
化
】

平
成
27
年
度
の
家
庭

系
ご
み
排
出
量
は
組
合

市
町
村
全
体
で
３
３
０

ｔ
（
△
2.5
％
）
減
少
し

て
い
ま
す
。
不
要
な
物

は
買
わ
な
い
、
使
え
る

も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
な
ど
、
更
な
る
減
量

化
に
取
り
組
む
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

八郎湖周辺クリーンセンターからのお願いです
― ごみの 分別 と 減量化 にご協力ください ―

□家庭系ごみ排出量の状況（古紙類除く）　　　　　　　　　　〔単位：ｔ〕

区　分 井川町 男鹿市 五城目町 八郎潟町 大潟村 合　計
H27年度 1,082.33 7,944.62 1,760.31 1,261.13 715.76 12,764.15
H26年度 1,107.34 8,155.11 1,807.88 1,296.35 727.37 13,094.05

増　減 △25.01 △210.49△ △47.57 △35.22 △11.61 △329.90
1人1日あたり
のごみ排出量 584g 731g 481g 554g 604g ―
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【
予
防
接
種
】
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
10
月
１
日
よ
り
、
高
齢
者
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予
防
接
種
と
な
り

ま
し
た
。

接
種
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
65
歳
以
上
で
、
か
つ
定
期
接
種
の

対
象
年
齢
に
該
当
し
な
い
方
で
、
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
任
意
接
種
さ
れ
た
方
（
今
後
、

任
意
接
種
さ
れ
る
方
）
に
も
、
町
か
ら
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

□
肺
炎
球
菌
感
染
症
と
は

肺
炎
球
菌
と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。
こ
の
菌
は
、
主
に

気
道
の
分
泌
物
に
含
ま
れ
、
唾
液
な
ど
を

通
じ
て
飛
沫
感
染
し
ま
す
。

日
本
人
の
約
３
～
５
㌫
の
高
齢
者
で
は
鼻

や
喉
の
奥
に
菌
が
常
在
し
て
い
る
と
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
菌
が
何
ら
か
の
き
っ
か

け
で
進
展
す
る
こ
と
で
、
気
管
支
炎
、
肺

炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重
い
合
併
症
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
定
期
接
種
対
象
者

▽
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
と
な
る
方
と

１
０
０
歳
以
上
の
方
。

▽
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日

常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
害
が
あ
る
方
。

□
任
意
接
種
者

▽
平
成
28
年
度
中
に
、
65
歳
以
上
に
な
る
方

で
あ
っ
て
、
定
期
接
種
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
。

※
任
意
接
種
を
行
っ
た
方
は
予
防
接
種
済

証
、
ま
た
は
接
種
し
た
際
に
医
療
機
関
窓

口
で
支
払
っ
た
領
収
書
等
を
添
え
て
、
井

川
町
健
康
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

※
１
回
の
接
種
で
免
疫
は
約
５
年
以
上
持
続

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

□
接
種
費
用

▽
定
期
接
種
対
象
者
は
接
種
費
用

８
、３
８
７
円
の
う
ち
３
、０
０
０
円
を
町

で
補
助
す
る
た
め
、
医
療
機
関
窓
口
で
自

己
負
担
額
５
、３
８
７
円
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

▽
任
意
接
種
の
方
は
接
種
後
、
医
療
機
関
の

窓
口
で
接
種
費
用
の
全
額
（
８
、３
８
７
円
）

を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
予
防
接
種
済
証

ま
た
は
領
収
書
等
を
添
え
て
井
川
町
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
申
請
手
続
き
い
た
だ
く
こ
と

で
補
助
額
３
千
円
を
交
付
し
ま
す
。

□
実
施
医
療
機
関

秋
田
県
医
師
会
に
加
入
し
て
い
る
協
力
医

療
機
関
（
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

電
話 

８
７
４

－

３
３
０
０
／
有
線 

４
４
５
５

８
月
は

飲
酒
運
転
追
放
県
民

運
動
強
調
月
間
で
す

飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
で
、井
川
町
は
、

酒
気
帯
び
運
転　

０
件

死
亡
事
故　
　
　

０
件

（
６
月
末
現
在
）

こ
の
後
も
﹁
ゼ
ロ
﹂
で
行
こ
う
！

桐ヶ丘・さくら苑夏まつり
～誘い合って遊びにきてください～

□日時　8 月 20 日（土）
15：00 ～ 17：30

□場所　桐ヶ丘前広場
※雨天時は、

桐ヶ丘ふれあいホールにて

【問い合わせ】さくら苑
電話 018-855-6123

総
務
省
統
計
局
及
び
秋
田
県
で
は
、
10
月

20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
国
民
の
生
活
時
間

の
使
い
方
や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
状
況
を
調

べ
、
社
会
や
暮
ら
し
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
し
ま
す
。
調
査
を
お
願
い
す
る
世

帯
に
は
、
10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
調

査
員
が
伺
い
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。
ま

た
、
皆
様
に
よ
り
便
利
に
ご
回
答
い
た
だ
く

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
答
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き

ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
企
画
振
興
部
調
査

統
計
課 

生
活
統
計
班

電
話
０
１
８
―
８
６
０
―
１
２
５
８

平
成
28
年
社
会
生
活
基
本
調
査
を

飛
塚
地
区
周
辺
を
対
象
に
実
施
し
ま
す

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
︵
１
期
︶
の
納
期
限
は

８
月
31
日
︵
水
︶
で
す

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を
し
て
い
る

方
は
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
事
業
税
も
口
座
振
替
が
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所
納
税
部
収
納
管
理
課

電
話
０
１
８
―
８
６
０
―
３
３
３
１

8 月は
国民健康保険税

（2 期）
町・県民税

（2 期）
の納付月です

※口座振替されている方は、
　残高のご確認をお願いします。
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運転免許センターでは、７月から事前に申込み
をすると、日曜日の午後２時から３時までの
間、運転免許の返納ができます。また、返納を
希望する高齢運転者の方で、病気や怪我などで
外出できない場合は、五城目警察署の交通課に
ご相談ください。

運転免許の返納窓口を
拡大しております

【問い合わせ】運転免許センター管理第一係
電話０１８－８２４－３７３８

駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

警
察
官
Ｂ
・
女
性
警
察
官
Ｂ
の
募
集

秋
田
県
警
察
で
は
「
秋
田
の
た
め
・
県
民
の

た
め
に
働
き
た
い
」、「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」

方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
平
和
な
秋
田
を
守

る
た
め
、
秋
田
県
警
察
官
に
な
り
一
緒
に
仕
事

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
の
警
察
官
Ｂ
等

の
採
用
試
験
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
大
卒
以
外
、
又
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
に
大
卒
見
込
以
外
の
方

□
採
用
予
定
数　

警
察
官
Ｂ
／
35
人

　

女
性
警
察
官
Ｂ
／
10
人

□
受
付
期
間　

８
月
19
日
ま
で

□
第
１
次
試
験
日　

９
月
17
日
、
18
日

　

第
２
次
試
験
日　

10
月
中
旬
～
11
月
上
旬

※
詳
細
は
、
受
験
案
内
（
受
験
申
込
書
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
警
察
本
部
、
県
内
の
各

警
察
署
等
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
他
、
警
察
事
務
（
高
校
卒
業
程
度
）
の

採
用
試
験
も
実
施
し
ま
す
。
秋
田
県
警
察

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
県
警
察
本
部
警
務
課 

人
事
・
任
用
係

電
話
０
１
２
０
―
８
６
３
３
１
４

「定期救命講習」のお知らせ
□内容　AEDを用いた心肺蘇生法
□日時　８月21日（日）９時～12時

（毎月第３日曜日に実施）
□場所　湖東地区消防本部
※講習は無料です。受講を希望する方は前々

日（８月19日）までに申込みください。
【問い合わせ】湖東地区消防本部

電話 018-874-2420

●水質検査結果（浄水）のお知らせ
平成 28 年 6 月 20 日採取分／採取場所：井川町診療所

検査項目 検査結果 基　準　値
一 般 細 菌 0 CFU/ ｍｌ 集落数が 100CFU/ ｍｌ以下
大 腸 菌 陰性 検出されないこと
塩 化 物 イ オ ン 11.5 ｍｇ / ｌ 200 ｍｇ / ｌ以下
有 機 物

※全有機炭素（TOC）量 1.4 ｍｇ / ｌ 3 ｍｇ / ｌ以下
pH　　　   値 7.2 5.8 以上 8.6 以下

味 異常なし 異常でないこと
臭 気 異常なし 異常でないこと
色 度 2.8 度 ５度以下
濁 度 0.1 度未満 ２度以下
残 留 塩 素 0.14 ｍｇ / ｌ 0.05 ｍｇ / ｌ以上
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今月のお知らせ

図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る

広
報
ク
イ
ズ 

No
・
３
０
０

◆
今
月
の
問
題

① 

今
年
の
﹁
全
町
盆
踊
り
大
会
﹂
の
開
催
日
は
？

② 

井
川
中
へ
図
書
を
寄
贈
さ
れ
た
井
川
東
中

の
卒
業
生
は
昭
和
何
年
卒
？

◆
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
応
募
さ
れ
る
方

の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
あ
て
先

〒
０
１
８
―
１
５
９
６

井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１

井
川
町
役
場 

総
務
課 

広
報
担
当
ま
で

◆
し
め
き
り　

 

８
月
15
日
（
月
）
消
印
有
効

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

前
回
の
広
報
ク
イ
ズ
の
答
え
は 

①
７
月
10
日

②
３
１
９
名
で
し
た
。

秋田県司法書士会による『無料相談会』

①相続、贈与、売買、借金、多重債務
などの相談会を実施します。要予約。
□日時　8月18日（木）13時～16時
□会場　潟上市飯田川保健福祉センター

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2611 ／有線 4451

弁護士による『無料法律相談会』開催

法律に関わる問題に関して弁護士が無
料で相談に応じます。なお事前の予約
が必要です。
□日時　8月23日（火）10：00～11：30
□会場　町農村環境改善センター
□相談員　弁護士

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2611 ／有線 4451

精神科医師による『心の健康相談日』

□相談日　8 月 9 日、23 日（火）
　　　　　13：30 ～ 15：00（要予約）
□場　所　秋田中央保健所（潟上市）
□担当医　杉山病院　杉山 和 

【問い合わせ】
秋田地域振興局福祉環境部企画福祉課 
調整・障害者班（秋田中央保健所）

電話 018-855-5171

平成 29 年使用の交通安全スローガン募集

□応募方法　ハガキ 1 枚に 1 作品を
記入し、住所・氏名・〒・生年月日・
職業（学生は学校名・学年）・電話番
号を明記し応募ください。詳しくはお
問い合わせください。

【問い合わせ】五城目地区交通安全協会
電話 018-879-8700

『自然観察会・体験教室』開催

□内容／日時　
8月7日　夏の工作教室

　①10:00～12:00　②13:30～15:30
9月4日　焼き板クラフト　
　 　  10:00～12:00
□場所　環境と文化のむら（野鳥の森）
□申込期限　各教室等の開催日前日ま
で申込みください。 ※参加無料

【問い合わせ】
秋田県環境と文化のむら（五城目町）

電話 018-852-2202
『秋田県統計グラフコンクール』

作品募集
秋田県では統計に関する知識を広め、
統計の表現技術を高めることを目的と
して、統計グラフ作品を募集します。
□募集期間　９月９日 ( 金）まで
※応募対象など詳細はお問い合わせい
ただくか、県公式 Web サイト「美の
国秋田ネット」をご覧ください。

【問い合わせ】
　秋田県企画振興部調査統計課
 電話 018-860-1251
公共職業訓練受講生
( アビリティコース 10 月期生）」募集
□訓練期間　10月4日～H29年3月29日
□訓練時間　9：20～15：40
□会　　場　ポリテクセンター秋田
□募集期間　８月 29 日まで
※テキスト代等は自己負担していただ
きますが受講料は無料です。訓練科（定
員）、　応募資格などはお問い合わせく
ださい。

【問い合わせ】ポリテクセンター秋田 訓練科
受講者第一係 電話 018-873-3178
ひとり親家庭の母・父及び寡婦等を対象に

『調理師試験対応講習会』開催
ひとり親家庭の母・父及び寡婦等が調
理師試験にむけての知識を習得し就労
等を有利にし、生活の向上を図るため
次のとおり講習会を実施します。

□対象者　秋田県内に在住するひとり
親家庭の母・父及び寡婦等
□期間　9 月 1 日、6 日、8 日、12 日
□定員　15 名※ 5 名以下の場合中止
□会場　秋田県社会福祉会館（秋田市）
□受講料　無料ですが、テキスト・問
題集は自己負担です。
□締め切り等　8 月 22 日 15 時まで
当センターにご連絡ください。講習科
目はお尋ねください。託児を利用でき
ますが、事前予約が必要です。

【問い合わせ】秋田県社会福祉会館 5 Ｆ
秋田県ひとり親家庭就業・自立支援
センター 電話 018-896-1531

『放送大学 10 月生』募集

放送大学では平成 28 年度第２学期（10
月入学）の学生を募集中です。放送大
学はテレビ等、ラジオ、インターネッ
トを通して学ぶ通信制の大学です。
心理学・福祉・経済・歴史・文学・自
然科学など、幅広い分野を学べます。
出願期間については第 1 回は 8 月 31 日、
第 2 回は 9 月 20 日まで。資料は無料で
差し上げます。お気軽にお電話ください。

【問い合わせ】放送大学秋田学習センター
電話 018-831-1997

『あきた結婚支援センター』
一般公開の開催

□日時　8 月 19 日（金）
12：00 ～ 17：00

□場所　あきた結婚支援センター
（秋田市中通６丁目 7-36）
□内容　施設見学・マッチング（お見
合い）システムの説明
□申込期限　８月１0 日（水）まで
□定員　30 名まで
□申込方法　当センターへ、氏名・年
齢・住所・電話番号・見学時間帯を連
絡し申し込んでください。

【問い合わせ】あきた結婚支援センター
担当　齊藤 電話 018-874-9471

施設の利用状況（６月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス 1,995 人 （ 6,395 人 ）

■環境改善センター 2,497 人 （ 3,732 人 ）

■町民体育館 1,327 人 （3,631 人 ）

■町民武道館 378 人 （ 959 人 ）

■町営野球場 256 人 （ 445 人 ）

■スポーツ交流館 122 人 （ 560 人 ）

■定住促進センター 1,247 人 （ 3,919 人 ）

■日本国花苑施設 1,959 人 （ 4,531 人 ）

■老人福祉センター 1,155 人 （ 3,721 人 ）

■ごみ処理場 76 ｔ （ 233 ｔ ）

■し尿処理場 8 kl （ 30 kl ）
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ひろば
みんなの

井川短歌会詠草

中
尊
寺
に
思
い
を
込
め
て
参
拝
す
短
歌
仲
間
の
七
名
の
旅 

斎
藤
冨
美
男

水
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
揺
ら
し
駆
け
て
く
る
日
焼
け
し
た
肌
ま
っ
赤
な
ほ
っ
ぺ 

遠
藤
由
美
子

暗
が
り
の
手
す
り
た
よ
り
の
露
天
風
呂
夜
空
に
行
き
交
う
海
ね
こ
の
群
れ 

渡
辺　

京
子

咲
き
初
め
の
小
さ
く
白
い
紫
陽
花
を
梅
雨
の
雨
空
見
守
る
ご
と
し 

齋
藤　

節
子

中
尊
寺
の
「
不
滅
の
法
灯
」
あ
か
あ
か
と
世
の
平
安
を
願
い
て
額
ず
く 

遠
藤
惠
美
子

バ
ス
の
な
か
語
り
部
の
指
す
外
見
れ
ば
盛
り
土
の
壁
た
だ
広
が
れ
り 

小
林　

康
子

語
り
部
の
低
き
か
た
り
は
胸
に
し
む
海
に
向
か
い
て
手
を
合
わ
す
の
み 

長
嶋　

亮
子

鉄
骨
の
残
骸
の
こ
る
庁
舎
跡
あ
ま
た
の
花
束
夏
の
陽
返
す 

伊
藤
ミ
ヤ
子

一
時
間
の
バ
ス
で
ど
れ
ほ
ど
知
り
た
る
や
被
災
地
の
復
興
遠
し
と
思
う 

す
ず
き
い
さ
む

半田嘉那斗さん（羽 立）

ぼくは、プロ野球選手になっ
て、ホームランを何本も打ちた
いです。

半田 隼人さん（羽 立）

天才バスケットプレイヤーに
なり、人をみりょうするプレー
をしたい。

畠山 賢悟さん（さくら）

中学生になったら、県外に
行ってバドミントンでかつや
くしたいです。

7 月から、町の新しい ALT（外国語指導助手）
として赴任されたイザベル・クレバスさんから
自己紹介のあいさつをいただきましたのでご紹
介します。これからよろしくお願いします。

Hello. My name is Isabel Crevasse, and Iʼm 
the new ALT for Ikawa Town.
こんにちは。私は井川町の新しいＡＬＴのイザベ
ル・クレバスです。

I am from TENNESSE, which is in southern 
UNITED STATES.
アメリカの南部にあるテネシー州の出身です。

I studied ENGLISH LITERATURE in college.
大学で英文学を勉強しました。

Three years ago, I studied at DOSHISHA. 
However, recently, I havenʼt studied Japanese, 
so Iʼve gotten a little rusty. I want to 
become better at Japanese!
3 年前、同志社大学で勉強しました。しかし、最
近日本語を勉強していなかったので少しヘタにな
ってしまいました。もっと上手になりたいと思い
ます！

Have a nice day.
みなさんとお会いする日を楽しみにしています。

イ ザ ベ のル

楽しい英会話
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保健だより・子育て情報

保健だより ８～ 9 月分

わいわい広場「さくらっこ」

　きびしい暑さが続きますが、冷たい物のと
りすぎや冷房の効かせ過ぎにはご注意くだ
さい。わいわい広場では、お天気をみて、水
遊びを楽しむこともあります。お着替えの準
備もお願いします。

　「フィンガーペイント」を楽しもう！
小麦粉で作る絵具を直接、指や手につけて感
触を楽しみながら描いていきます。親子で楽
しんでみませんか？
□と　き　8 月 18 日（木）10：15 ～ 11：00
□場　所　コミュニティセンター
□参加料　無　料
※申込みは不要です。

☆８月の予定 （時間　9：30 ～ 14：30）
開催日 場 所（内 容）
1日（月）
　4日（木）
５日（金）

こどもセンター
コミュニティセンター
泉岳地区集会所

8日（月）
12日（金）

健康センター
泉岳地区集会所

15日（月）
18日（木）

19日（金）

こどもセンター
コミュニティセンター

　10：15～ 11：00▲

フィンガーペイントを楽しもう
泉岳地区集会所

22日（月）
25日（木）
26日（金）

健康センター
コミュニティセンター
泉岳地区集会所

29日（月）健康センター

☆イベントの申し込みに関係なくご利用できます。
☆週３回（月、木、金）月曜祝日の場合は火曜実施。
☆スタッフがお待ちしております。ﾌﾟﾚﾏﾏさんもどうぞ

ぼくたち、わたしたち、
むしば なかったよ！

１歳６ヶ月児歯科検診で、
むし歯のなかったこどもたちです

定期予防接種・子宮がん検診のお知らせ
【定期予防接種】
□予防接種の種類：ＭＲワクチン、ＢＣＧ、四種混合、不活化ポ

リオ、日本脳炎、小児用肺炎球菌、ヒブ（Hib）、水痘
※子宮頸がん予防ワクチン接種（ヒトパピローマウイルス予防接種）

は副反応の報告を受け、積極的勧奨を差し控えております。
□実施方法：秋田県内予防接種協力医療機関での個別接種

※医療機関の詳細については、井川町健康センターへお問い合
わせください。医療機関によって予約制で実施している場合
や実施曜日、実施時間が決まっている場合がありますので、
事前にご確認ください。

□持参するもの：母子健康手帳、予診票
【子宮がん検診】
□子宮がん検診を町と契約した医療機関で受ける事ができます。

※詳しくは、健康センターにお問い合わせください。
 【問い合わせ】井川町健康センター  電話 874-3300 ／有線 4455

【問い合わせ】井川こどもセンター
電話018-874-4151 有線 4305

二田 美
み く

空ちゃん
（宇治木）

小林 蘭
らん

ちゃん
（街　道）

井川さくら駅で電車を見学！

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

8月   8 日
22日

9月   5 日
20日

健康相談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母子健康

手帳交付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票
の交付、保健指導、栄養指導

すくすく学級・各種健診（検診）　　　　　　【会場　健康センター】
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

9月16日

1歳6か月児
健 診

H26年12月生・
H27年1月、2月生まれ

身体測定、保健指導
内科健診、栄養指導 13：00～ 13：30

2歳児歯科検診 H26年4月～6月生まれ 歯科検診、保健指導 12：45～ 13：00

すくすく学級 H28年6月生まれ 身体計測、保健指導
離乳食について 9：30～9：45

乳児健診 H28年1月、4月生まれ
H27年8月、10月生まれ

身体測定、保健指導
内科健診、栄養指導 13：00～ 13：30

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○７ヶ月児（H28年1月生）は離乳食指導があります。１3時までに受付をお済ませ下さい。

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田厚生
医療センター

電話予約は毎週月～金曜日の13：30～ 16：30

検診当日は8：00までに病院外来受付窓口へ

病院･福祉活動室

電話880-3013

食生活改善推進協議会及び推進員養成講座
月　日 内　　　容 受付時間・会場

8 月 9 日
（火）

・レクダンス（軽体操）
・「減塩学習会」講話、調理実習ほか

9：30～13：00
農村環境改善
センター
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慶慶 弔

人口などの動き
（７月１日現在）

人　口　男　2,375 人（ － 40）
女　2,628 人（ － 57）
計　5,003 人（ － 97）

世帯数 1,749 戸（－ 4）
（　）内は前年同月との比較

だより
（６/21～７/20届出）

■お誕生おめでとう
二田　茉

ま ほ

星（洋志・夢子）

■ご結婚おめでとう

♡吉野　勇太（北海道）
　伊藤　知代（今　戸）

♡小林　俊樹（葹　田）
　杉山　美緒（新潟県）

♡髙橋　　尊（秋田市）
　工藤　咲子（大　麦）

♡幡宮　顕仁（横　岡）
　髙橋　志野（秋田市）

♡佐藤　大祐（能代市）
　伊藤　有希（海老沢）

♡渡部　一徳 ( 新　間）
　斎藤　聖香（秋田市）

■お悔やみ申し上げます

髙橋　ミヱ（84 歳・新　間）

鈴木　隆藏（76 歳・保野子）

伊藤　　茂（63 歳・寺　沢）

伊藤　八郎（88 歳・上　村）

伊藤　文雄（85 歳・羽　立）

遠藤　洋子（80 歳・羽　立）

お願い：〝慶弔だより〟へ氏名等の掲載
を希望されない方は、届け出の際
に『戸籍窓口』へお申し出ください。

善 意
■地域福祉基金へ

・坂本町内の伊藤 正彦さんより亡父
正美さんの香典返しとして

・羽立町内の伊藤 征樹さんより亡父
忠男さんの香典返しとして

・上村町内の伊藤 浩行さんより亡父
武紀さんの香典返しとして

― ありがとうございました ―

井川東中学校卒業生が

｢喜寿｣ を記念して、

井川中へ図書を贈呈

当時の井川東中学校校舎

昭和 31 年卒

井川東中校章

昭
和
31
年
、
井
川
東
中
学
校
を
卒
業

し
た
卒
業
生
が
こ
の
度
、
喜
寿
を
迎
え

ら
れ
、
記
念
と
し
て
井
川
中
学
校
に
図

書
を
寄
贈
し
、
そ
の
贈
呈
式
が
６
月
29

日
に
井
川
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
で
は
、
卒
業
生
の
薄
田
隆
さ
ん
と

伏
見
紀
子
さ
ん
が
在
校
生
に
目
録
を
贈

呈
し
た
後
、
贈
呈
者
を
代
表
し
て
菅
生

紀
光
さ
ん
が
「
77
歳
の
節
目
で
あ
る
喜

寿
を
元
気
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
故
郷
「
井
川
」
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。
そ
こ
で
、
将
来
、
様
々
な
分
野
で

活
躍
す
る
で
あ
ろ
う
井
川
中
の
学
び
舎

に
、
同
級
生
で
図
書
を
贈
ろ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
皆
さ
ん
に
は
、
沢
山

の
本
を
読
ん
で
も
ら
い
、
井
川
中
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
﹃
心
豊
か
に 

た
く

ま
し
く
生
き
る 

創
造
的
な
人
間
﹄
に

成
長
さ
れ
る
よ
う
心
よ
り
期
待
し
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
在
校
生
の
澤
石
隼
哉
さ
ん
が

生
徒
を
代
表
し
「
井
中
生
の
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
本
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
記
念
す
べ
き
時
に
、
古
里

の
後
輩
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
思
い
で

寄
贈
く
だ
さ
っ
た
の
か
、
今
後
、
僕
た

ち
な
り
に
考
え
行
動
し
て
い
き
た
い
。

ど
う
か
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
僕
た

ち
の
お
手
本
で
い
て
く
だ
さ
い
。」
と

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
在
校
生
ら
に

よ
り
、
学
校
で
の
出
来
事
や
部
活
動
の

紹
介
を
し
た
り
、
当
時
の
井
川
東
中
時

代
の
昔
懐
か
し
い
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
を

使
い
披
露
し
た
り
し
、
卒
業
生
ら
は
当

時
の
思
い
出
に
浸
っ
て
お
り
ま
し
た
。

は
る
ば
る
大
阪
府
よ
り
駆
け
つ
け
た

大
谷
ナ
ツ
子
さ
ん
に
、
井
川
っ
こ
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
「
初
対
面
の

人
に
対
し
、し
っ
か
り
と
挨
拶
が
で
き
、

す
ば
ら
し
い
生
徒
た
ち
と
思
っ
た
。
な

今回寄贈された図書は、同級会の
メンバー 36 名で数回に渡り募金と
して募り、募金総額 418,099 円
を井川中学校に寄付され、中学校に
て図書を購入しました。

当時の写真を見て懐かしむ
卒業生 13 名

井
川
東
中
学
校
校
歌　

昭
和
27
年
８
月
４
日
制
定

作
曲　

小
松
平
五
郎

作
詞　

山
田　

千
之

仰
ぐ
俎
山
す
が
た

郷
土
き
ず
い
た
喜
び
を

我
学
舎
に
さ
さ
や
く
よ

こ
こ
南
台
窓
ひ
ら
き

心
を
ひ
ら
く
導
に

高
く
か
ざ
す
よ
月
桂
樹

（
一
番
の
み
掲
載
）

か
な
か
現
代
に
お
い
て
出
来
な
い
こ

と
。
秋
田
県
は
井
川
町
も
含
め
、
学
業

で
も
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
大
坂
で

も
耳
に
す
る
。
私
は
井
川
を
離
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
今
の
子
供
に
は
都
会
に
出

ず
、
こ
の
美
し
い
井
川
に
残
り
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
。」
と
話
さ
れ
、
次
世

代
を
担
う
井
川
っ
こ
を
称
賛
し
て
お
り

ま
し
た
。
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